
方
針
に
つ
い
て
は
近
く
明

ら
か
に
さ
れ
る
見
通
し

だ
。

菅
原
茂
市
長
は
二
十
六

日
朝
の
会
見
で
、
家
を
無

く
す
な
ど
し
て
避
難
所
で

集
団
生
活
を
続
け
て
い
る

被
災
者
の
仮
設
住
宅
が
出

来
る
ま
で
の
二
次
避
難
先

と
し
て
、
市
内
の
民
宿
な

ど
を
含
め
て
出
来
る
だ
け

近
隣
の
宿
泊
施
設
の
確
保

に
向
け
て
調
整
し
て
い
く

考
え
を
示
し
た
。

国
は
災
害
で
自
宅
を

失
っ
た
人
た
ち
の
二
次
避

難
所
と
す
る
場
合
、
一
泊

三
食
付
き
で
一
人
五
千
円

ま
で
面
倒
を
見
て
く
れ
る

た
め
、
地
元
で
宿
泊
先
を

用
意
で
き
れ
ば
経
済
効
果

も
期
待
で
き
る
。
全
国
各

地
で
被
災
者
の
受
け
入
れ

を
表
明
し
て
お
り
、
公
営

住
宅
の
無
償
提
供
、
生
活

資
金
の
供
与
の
ほ
か
、
雇

用
相
談
に
応
じ
る
と
い
う

自
治
体
も
あ
る
。

｢

船
が
陸
上
に
あ
る
が
、

余
震
が
頻
繁
に
あ
っ
て
二

次
災
害
が
心
配
だ｣

｢

重

油
を
抜
き
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
作
業
が
進

め
ら
れ
な
い｣

な
ど
の
声

が
聞
か
れ
た
。

打
ち
合
せ
で
は
、
余
震

が
多
く
、
火
災
や
倒
壊
な

ど
の
二
次
災
害
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は

陸
上
に
上
が
っ
た
漁
船
の

固
定
作
業
を
進
め
る
こ
と

に
し
た
。
作
業
は
市
が
発

注
し
、
費
用
は
保
険
で
ま

か
な
わ
れ
る
。

漂
流
し
た
り
、
沈
没
し

た
り
し
て
い
る
漁
船
に
つ

い
て
は
こ
れ
か
ら
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

近
海
マ
グ
ロ
船
第
71
大

喜
丸
の
船
主
・
前
田
晃
壽

さ
ん
は｢

で
き
る
こ
と
は

や
っ
て
い
る
が
、
国
や
県

の
協
力
が
な
け
れ
ば
漁
船

の
重
油
を
抜
い
た
り
、
船

を
ひ
く
の
は
到
底
不
可

能
。
船
は
私
た
ち
に
と
っ

て
子
供
の
よ
う
な
も
の
。

早
急
な
対
策
を
お
願
い
し

た
い｣

と
話
し
て
い
た
。

気
仙
沼
市
で
漁
船
保
険

に
関
す
る
打
合
せ
が
二
十

五
日
、
松
岩
小
学
校
で
開

か
れ
た
。
船
主
を
は
じ

め
、
菅
原
茂
市
長
、
県
、

気
仙
沼
海
上
保
安
署
、
自

衛
隊
、
漁
船
保
険
中
央
会

の
審
査
部
員
ら
約
七
十
人

が
出
席
。
津
波
で
陸
上
に

上
が
っ
た
漁
船
の
固
定
作

業
を
早
急
に
進
め
る
こ
と

に
し
た
。

市
内
の
造
船
場
の
調
査

に
よ
る
と
、
気
仙
沼
湾
周

辺
に
は
二
十
㌧
以
上
の
被

災
し
た
漁
船
が
少
な
く
と

も
四
十
隻
以
上
と
見
ら
れ

る
。
鹿
折
唐
桑
駅
前
ま
で

流
さ
れ
た
も
の
や
、
焼
け

て
海
上
を
漂
流
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。

被
災
船
の
船
主
か
ら

市
は
反
松
公
園
に
道
路

上
か
ら
撤
去
し
た
が
れ
き

な
ど
を
仮
集
積
し
て
い
る

が
、
日
増
し
に
余
裕
が
無

く
な
っ
て
お
り
、
新
た
な

集
積
場
所
の
用
意
を
進
め

て
い
る
。
最
終
的
に
は
、

谷
な
ど
を
埋
め
て
処
分
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

が
れ
き
量
が
膨
大
な
た

め
、頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

一
般
の
災
害
ご
み
の
置
き

場
は
検
討
中
だ
と
い
う
。

市
内
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

は
、
電
力
が
階
上
小
・

中
、
本
吉
体
育
館
、
津
谷

小
・
中
、
本
吉
総
合
支
所

な
ど
へ
通
電
し
た
。
電
気

が
復
旧
す
る
中
、
市
防
災

無
線
に
よ
る
情
報
提
供
の

再
開
が
期
待
さ
れ
る
が
、

安
波
山
に
あ
る
中
継
機
器

に
通
電
し
て
い
な
い
た

め
、
ま
だ
活
用
で
き
な
い

と
い
う
。
水
道
は
松
岩
、

階
上
地
区
で
復
旧
作
業
が

進
め
ら
れ
た
。

市
ガ
ス
は
供
給
施
設
の

被
害
は
少
な
い
も
の
の
、

供
給
先
の
半
分
以
上
が
震

災
で
被
害
を
受
け
て
お

り
、
市
が
進
め
て
い
た
民

営
化
は
極
め
て
難
し
く

な
っ
た
。
市
は
復
旧
作
業

を
進
め
て
い
る
が
、
長
期

的
に
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
へ

の
切
り
替
え
検
討
も
求
め

ら
れ
そ
う
だ
。

広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
に

置
か
れ
て
い
る
市
災
害
対

策
本
部
は
、
四
月
一
日
を

目
途
に
市
役
所
へ
移
す
予

定
で
、
ワ
ン
テ
ン
庁
舎
に

避
難
し
て
い
る
被
災
者
に

は
別
の
避
難
所
な
ど
へ
移

る
よ
う
に
協
力
を
求
め
て

い
る
。
市
の
人
事
異
動
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

目
途
が
立
た
ず
、
仮
設
住

宅
の
建
設
に
も
長
期
間
を

要
す
る
南
三
陸
町
は
、
支

援
を
申
し
出
た
自
治
体
に

町
民
の
集
団
避
難
を
進
め

る
こ
と
を
決
め
た
。
二
十

六
日
に
は
町
内
八
つ
の
避

難
所
で
説
明
会
が
開
か

れ
、
佐
藤
仁
町
長
は｢

苦

渋
の
決
断
。
仮
設
住
宅
が

建
設
さ
れ
る
ま
で
、
よ
り

よ
い
環
境
で
生
活
し
て
ほ

し
い｣

と
理
解
を
求
め

た
。説

明
に
よ
る
と
、
対
象

と
な
る
の
は
家
屋
を
失
っ

た
り
、
半
壊
状
態
に
な
っ

て
居
住
困
難
と
な
っ
て
い

る
人
。
避
難
先
は
栗
原
、

登
米
、
大
崎
と
加
美
、
色

麻
の
県
内
の
ほ
か
、
友
好

協
定
を
結
ん
で
い
る
山
形

県
庄
内
町
の
三
市
三
町

で
、
避
難
期
間
は
四
月
か

ら
最
長
で
仮
設
住
宅
の
完

成
が
見
込
ま
れ
る
九
月
ま

で
を
見
込
む
。

避
難
場
所
は
各
自
治
体

の
公
共
施
設
が
中
心
。
乳

幼
児
や
高
齢
者
を
持
つ
世

帯
限
定
の
福
祉
避
難
所
も

あ
り
、
二
十
五
日
現
在
で

二
十
三
施
設
に
約
三
千
五

百
人
の
受
け
入
れ
が
可
能

と
い
う
。

食
事
は
一
日
三
食
が
提

供
さ
れ
、
必
要
な
衣
類
は

国
の
補
助
で
支
給
す
る
。

入
浴
も
で
き
、
小
中
学
生

は
避
難
先
の
周
辺
学
校
へ

転
校
で
き
る
。
高
校
生

は
、
県
教
委
と
協
議
中
で

通
学
先
は
未
定
と
な
っ
て

い
る
。

志
津
川
新
井
田
地
区
の

自
宅
が
流
さ
れ
た
と
い
う

主
婦
�
�
は｢

夫
が
仙
台

の
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
家

族
で
し
っ
か
り
と
話
し
合

え
な
い
状
況
で
悩
ん
で
い

る
。
避
難
先
で
も
働
け
る

の
か
ど
う
か
。
で
き
る
な

ら
離
れ
た
く
な
い｣

と
話

し
て
い
た
。
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東
北
関
東
大
震
災
か
ら
十
五
日
が
過
ぎ
た
二
十
六
日
、
被
災
し

た
家
屋
や
事
業
所
な
ど
で
片
付
け
作
業
が
進
め
ら
れ
る
中
、
県
の

調
べ
で
は
、
市
内
の
が
れ
き
量
が
約
六
百
六
十
万
立
方
㍍
に
も
上

る
こ
と
が
判
明
。
市
や
自
衛
隊
が
道
路
を
中
心
に
除
去
し
た
分
は

ま
だ
約
一
万
三
千
立
方
㍍
で
、
全
て
の
撤
去
に
は
相
当
の
月
日
が

か
か
る
見
通
し
だ
。
市
民
か
ら
は｢

災
害
ご
み
の
仮
置
き
場
を
早

く
確
保
し
て
ほ
し
い｣

と
い
う
声
が
出
て
い
る
。
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がれきの仮置き場となっている反松公園

被災した大型漁船が乗り上げた(鹿折地区)



ロ
ー
リ
ー
一
台
分
の
ガ
ソ

リ
ン
等
を
両
市
町
に
分
配

す
る
。

気
仙
沼
市
古
町
一
丁
目

の｢

友
の
湯｣

(

小
野
寺

学
代
表)

が
、
営
業
を
始

め
て
い
る
。

営
業
は
午
後
二
時
か
ら

同
八
時
ま
で
。
一
日
四
百

人
ほ
ど
の
利
用
が
あ
る
と

い
う
。
料
金
は
大
人
四
百

円
、
小
学
生
百
四
十
円
、

未
就
学
児
八
十
円
。
駐
車

場
が
数
台
分
な
の
で
協
力

を
求
め
て
い
る
。
定
休
日

は
木
曜
日
。

た
。こ

れ
に
対
し
、

石
原
幹
事
長
は

｢

与
党
が
提
出
し

た
災
害
対
策
の
た

め
の
補
正
予
算
案

を
そ
の
ま
ま
可
決

す
る
の
で
は
な

く
、
災
害
復
旧
や

被
災
地
復
興
に
向

け
て
最
善
の
策
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う

に
党
内
部
で
吟
味

し
、
国
会
に
臨
み
た
い｣

な
ど
と
語
っ
た
。

ま
た
、
小
泉
中
学
校
を

訪
問
し
、
避
難
し
て
い
る

人
た
ち
を
激
励
し
た
ほ

か
、
南
三
陸
町
も
視
察
し

た
。二

十
七
日
は
、
小
泉
進

次
郎
衆
議
院
議
員
が
気
仙

沼
市
と
南
三
陸
町
を
訪

れ
、
同
氏
の
後
援
会
関
係

者
ら
が
集
め
た
タ
ン
ク

き
な
課
題
に
な
る
こ
と
を

訴
え
た
。

ま
た
、
国
道
四
五
号
や

Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線
の
橋
り
ょ

う
が
津
波
で
流
さ
れ
、
沿

岸
部
の
交
通
網
が
壊
滅
状

態
に
あ
る
こ
と
も
指
摘
。

三
陸
道
の
早
期
整
備
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
も
強
調
し

自
民
党
の
石
原
伸
晃
幹

事
長
が
二
十
六
日
、
気
仙

沼
入
り
し
＝
写
真
＝
、
被

災
状
況
を
視
察
し
た
ほ

か
、
菅
原
茂
市
長
と
懇
談

し
、
党
と
し
て
最
大
限
の

復
興
支
援
に
努
め
る
こ
と

を
約
束
し
た
。

石
原
幹
事
長
は
、
小
野

寺
五
典
衆
議
院
議
員
ら
と

と
も
に
市
内
で
特
に
被
害

が
大
き
か
っ
た
鹿
折
地
区

な
ど
を
視
察
し
た
後
、
市

災
害
対
策
本
部
が
置
か
れ

て
い
る
気
仙
沼
・
本
吉
広

域
防
災
セ
ン
タ
ー
で
菅
原

市
長
と
懇
談
し
た
。

菅
原
市
長
は
、
地
震
に

よ
っ
て
沿
岸
の
地
盤
が
七

十
㌢
沈
下
し
、
高
潮
時
に

は
道
路
や
市
街
地
が
冠
水

し
て
い
る
こ
と
を
説
明
。

復
興
に
は
冠
水
対
策
が
大

気
仙
沼
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

(

Ｋ
�
Ｎ
Ｅ

Ｔ)

は
、
社
屋
の
倒
壊
と

主
要
ケ
ー
ブ
ル
に
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
た
め
、
現

在
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
を
停

止
し
て
い
る
。
復
旧
に
は

長
期
間
を
要
す
る
と
い

う
。テ

レ
ビ
を
利
用
し
て
い

た
加
入
者
に
は
電
気
店
に

依
頼
し
、
一
時
的
に
外
付

け
、
既
設
ア
ン
テ
ナ
に
戻

し
て
再
調
整
す
る
よ
う
協

力
を
求
め
て
い
る
。
利
用

料
の
口
座
引
き
落
と
し
は

な
い
。

電
話
の
移
設
先
は
未

定
。
現
在
、
仮
事
務
所
の

設
置
を
急
い
で
い
る
。

軍
カ
レ
ー｣

を
食
べ
、
入

浴
、
船
内
見
学
を
楽
し
ん

だ
。大

島
中
三
年
の
村
上
幸

弘
君
は｢

食
べ
放
題
の
カ

レ
ー
七
杯
食
べ
ま
し
た
。

お
風
呂
も
入
れ
て
さ
っ
ぱ

り
し
ま
し
た｣

と
話
し
て

い
た
。

救
援
活
動
で
大
島
沖
に

停
泊
し
て
い
る
海
上
自
衛

隊
掃
海
母
艦｢

ぶ
ん
ご｣

。

先
日
、
大
島
小
六
年
生
と

大
島
中
三
年
生
が
卒
業
記

念
と
し
て｢

ぶ
ん
ご｣

に

招
待
さ
れ
た
。

引
率
教
員
を
含
め
約
五

十
人
が
、
ボ
ー
ト
で｢

ぶ

ん
ご｣
に
向
か
い
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
に｢

卒
業

お
め
で
と
う｣
と
書
か
れ

た
記
章
が
贈
ら
れ
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
食
事｢
海

気
仙
沼
大
島
は
今
も
電

気
、
水
道
が
止
ま
っ
た
ま

ま
で
厳
し
い
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

市
の
対
策
本
部
に
よ
る

と
、
二
十
五
日
午
後
八
時

現
在
、
大
島
小
に
二
百

人
、
丸
沖
事
務
所
に
三
十

五
人
、
大
島
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
に
八
十
七
人
が
避

難
所
生
活
を
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
親
せ
き
宅
な

ど
に
身
を
寄
せ
て
い
る
人

も
多
い
。

島
内
に
住
む
会
社
員
に

よ
る
と
、
給
水
は
行
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
足
り
ず
、
わ
き
水
を
大

島
小
、
中
学
校
の
プ
ー
ル

に
い
っ
た
ん
た
め
、
そ
の

水
を
浄
水
器
に
通
し
て
給

水
し
て
い
る
と
い
う
。

よ
う
や
く
島
内
に
入
る

よ
う
に
な
っ
た
ガ
ソ
リ
ン

は
一
日
ド
ラ
ム
缶
一
本
ほ

ど
で
、
す
べ
て
緊
急
車
両

用
。
一
般
車
両
へ
の
給
油

が
で
き
な
い
状
態
だ
。
暖

房
用
の
灯
油
も
底
を
つ
き

そ
う
と
い
う
。

固
定
電
話
も
通
じ
ず
、

何
と
か
通
じ
る
携
帯
電
話

も
発
電
機
の
あ
る
所
で
し

か
充
電
が
で
き
な
い
。

食
料
は
今
の
と
こ
ろ
、

救
援
物
資
が
配
給
さ
れ
て

い
る
が
、
島
内
の
男
性
�

�
は｢

運
航
さ
れ
て
い
る

臨
時
船
は
便
数
、
定
員
が

少
な
い
た
め
、
気
仙
沼
地

区
に
買
い
出
し
に
行
き
た

く
て
も
、
そ
の
日
に
帰
り

の
船
に
乗
れ
る
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い｣

と
い
う
。

こ
の
男
性
は｢

気
仙
沼

地
区
に
比
べ
、
大
島
へ
の

支
援
が
薄
い
。
大
島
が
忘

れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
、
孤
立
し
て
い

る
。
ど
こ
の
地
区
も
大
変

で
し
ょ
う
が
、
電
気
で
も

水
道
で
も
な
ん
で
も
い
い

の
で
一
つ
で
も
早
く
復
旧

さ
せ
て
ほ
し
い｣

と
訴
え

て
い
る
。

震
災
翌
日
か
ら
被
災
地

入
り
し
、
各
地
で
救
助
活

動
な
ど
を
続
け
て
い
る
東

京
消
防
庁
の
特
別
チ
ー

ム
。
気
仙
沼
市
に
は
約
二

百
人
が
派
遣
さ
れ
、
二
十

四
時
間
体
制
で
活
動
し
、

倒
壊
家
屋
な
ど
か
ら
百
十

二
人
を
救
助
し
た
ほ
か
、

二
百
三
人
の
遺
体
を
発
見

し
た
。
危
険
区
域
で
の
活

動
が
、
住
民
の
目
に
頼
も

し
く
映
る
。

現
在
活
動
し
て
い
る
第

七
次
派
遣
チ
ー
ム
は
、
ポ

ン
プ
車
二
十
二
隊
を
は
じ

め
、
タ
ン
ク
車
や
指
揮
支

援
車
な
ど
計
三
十
九
隊

で
、
火
災
警
戒
、
救
助
活

動
、
救
急
搬
送
な
ど
に
従

事
し
て
い
る
。

震
災
直
後
に
発
生
し
た

鹿
折
地
区
の
大
火
災
で

は
、
直
径
百
五
十
㍉
の
大

口
径
ホ
ー
ス
を
積
載
し
た

特
別
車
で
消
火
活
動
に
当

た
っ
た
。
津
波
被
害
の
ス

マ
ト
ラ
島
、
日
本
人
留
学

生
が
多
数
犠
牲
に
な
っ
た

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
地
震

の
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た

隊
員
も
い
る
が
、
気
仙
沼

被
害
の
大
き
さ
に
驚
い
た

と
い
う
。

生
存
者
を
救
助
し
た
と

き
は
隊
員
の
意
識
も
高
揚

す
る
が
、
日
を
重
ね
る
に

つ
れ
て
、
発
見
さ
れ
る
の

は
遺
体
ば
か
り
。
そ
れ
で

も
、
遺
族
か
ら
手
を
合
わ

せ
て
感
謝
さ
れ
、｢

一
日

も
早
く
家
族
に
会
わ
せ
て

あ
げ
た
い｣
と
疲
労
感
を

忘
れ
て
再
び
危
険
な
現
場

へ
向
か
っ
て
い
る
。

第
七
次
派
遣
隊
の
森
林

太
郎
隊
長
は｢

被
災
し
た

方
々
に『

が
ん
ば
っ
て
下

さ
い』

と
言
え
ず
、
か
け

る
言
葉
も
な
か
っ
た
。
そ

れ
な
の
に
、
地
元
の
方
々

は
み
ん
な
親
切
だ
っ
た
。

み
ん
な
で
助
け
合
い
、
支

え
合
っ
て
復
興
し
て
下
さ

い｣

と
話
し
て
い
た
。

【
雇
用
保
険
に
関
す
る

業
務
】

市
役
所
一
階
の

市
民
の
部
で
午
前
九
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
受
け
付

け
。
求
人
情
報
有
り
。

【
大
島
へ
の
緊
急
輸
送

船
】

魚
町
発
は
午
前
十

時
、
正
午
、
午
後
三
時
。

浦
の
浜
発
午
前
九
時
十
五

分
、
同
十
一
時
十
五
分
、

午
後
二
時
十
五
分
。
片
道

三
百
円
。

【
バ
イ
ク
や
自
動
車
の

廃
車
手
続
き
】

原
付
バ

イ
ク
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
は
市
税
務
課
、
唐

桑
・
本
吉
総
合
支
所
。
普

通
車
と
軽
自
動
車
は
気
仙

沼
自
動
車
協
会(

赤
岩
五

駄
鱈)

。
三
月
末
に
間
に

合
わ
な
く
て
も
、
震
災
で

流
失
・
破
損
し
て
使
用
不

能
の
車
両
は
二
十
三
年
度

の
課
税
対
象
と
は
な
ら
な

い
。
市
税
務
課(

電
話
２

２
・
６
６
０
０)

な
ど
へ

ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
届
け
出

る
。
四
月
以
降
で
も
可
。

�������	
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気
仙
沼
市
内
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
々(

判
明
分)

の
氏
名
な
ど
を
安
置
所
ご

と
に
掲
載
し
て
き
ま
し
た

が
、
発
表
の
中
で
氏
名
や

住
所
の
訂
正
、
変
更
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た
の
で
再

掲
し
ま
す
。

【
階
上
小
学
校
】

佐
藤
陽
子

内
の
脇

小
原
篤
司

大
峠
山

吉
田
嘉

本
浜
町

金
野
保
子

本
吉
町
登
米

沢金
野
元
男

〃

小
野
寺
と
み
子

蔵
底

岩
倉
勤
二

弁
天
町

菅
原
ち
ゑ

西
中
才

小
野
隆
男

川
口
町

永
沼
律
子

最
知
北
最
知

金
野
達
雄

幸
町

曽
根
規
夫

内
の
脇

日
出
健
一

松
崎
北
沢

千
葉
ミ
サ
ホ

最
知
北
最

知熊
谷
モ
モ
ヨ

唐
桑
町
荒

谷
前

村
上
保
三
郎

内
の
脇

三
浦
豁

波
路
上
向
原

佐
々
木
の
り
子

松
崎
北

沢佐
藤
た
も
子

波
路
上
杉

ノ
下

高
橋
義
文

魚
町

高
橋
と
よ
子

〃

高
橋
さ
と
え

〃

三
浦
育
子

最
知
北
最
知

佐
藤
由
男

最
知
南
最
知

佐
藤
政
男

幸
町

鈴
木
康
生

東
八
幡
前

鈴
木
彩
永

〃

小
野
寺
朝
子

〃

畠
山
て
つ
江

東
み
な
と

町水
野
昇

錦
町

加
藤
や
へ
の

小
々
汐

神
成
誠

中
み
な
と
町

湊
き
く
子

大
浦

及
川
莉
央

西
み
な
と
町

菅
原
の
り
子

本
浜
町

菅
原
豊
太
郎

〃

中
村
洋
子

唐
桑
町
港

高
須
繁
雄

仲
町

平
塚
清
忠

〃

長
根
昭
弘

唐
桑
町
明
戸

近
藤
さ
よ
子

波
路
上
内

田佐
藤
澄
子

松
崎
五
駄
鱈

吉
田
ユ
キ
ノ

松
崎
中
瀬

丸
太
美
蘭

松
崎
片
浜

小
野
寺
和
雄

岩
月
星
谷

大
原
良
成

本
吉
町
寺
谷

尾
形
健
一

南
郷

小
野
寺
朋
子

長
磯
浜

松
本
克
史

松
崎
尾
崎

村
上
さ
か
え

浪
板

村
上
順
一

〃

日
出
竜
之

南
郷

小
野
寺
竹
子

内
の
脇

小
野
寺
俊
雄

赤
岩
港

土
門
正
勝

松
崎
片
浜

小
野
寺
朝
男

〃

伊
藤
恵
美
子

東
み
な
と

町小
野
寺
富
妓
子

〃

小
野
寺
洋
子

〃

熊
谷
仁

笹
が
陣

熊
谷
恵
美

古
町

四
戸
玲
一

中
み
な
と
町

…
…
…
…
…
…
…
…

遺
体
は
遺
族
に
引
き
取

ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
安
置
所
は
新
城
、

白
山
、
階
上
、
面
瀬
各
小

学
校
、
大
島
公
民
館
、
唐

桑
体
育
館
、
本
吉
響
高
校

で
す
。
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危険区域で救助活動を続ける東京消防庁の派遣隊 (鹿折地区)

招待された艦内で食事をする児童ら


